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広島大学短期交換留学プログラム 派遣留学報告書 

HUSA (Hiroshima University Study Abroad) Program Report 

  記入日/Date 2025年 5月 4日(2025 /05/ 04) 

本学での所属学部・研究科 

School/Graduate School at HU 
総合科学部 

学部/研究科 

School/Graduate School 
2 

      年次(Year) 

（留学開始時点(When Started)） 

派遣プログラム 

Name of Program 
▣HUSA  □USAC   

留学先大学 

Host University 
テュービンゲン  （国名/Country：ドイツ ） 

所属学部・学科等名 

School/Graduate School at Host  

政治科学学科（Political Science） 

在籍身分 

Status at Host University 

交換留学生 

(ex. Exchange Student, Special Auditing Student) 

留学期間 

Period of Program 

  2024年 9月 30日   ～ 

(YYYY /MM/ DD) 

  2025年 2月 26日 

(YYYY /MM/ DD) 

 

１．留学するまで / Preparation for the Program 

留学への志望動機・ 

派遣先大学を希望した理由 

Purpose of Study / Reason of  

Host Choice  

私はもともと環境問題に興味があり、卒業論文のために自然科学的知見と、経済や社

会の制度について知識をつけ、環境に配慮した持続可能なビジネスや社会のありかた

を考えたいと思っていた。ドイツは環境先進国といわれるとともに、ビジネスにも強

い国であるため、幅広くまなぶことができるテュービンゲン大学を選んだ。 

留学準備を始めた時期 （応募す

る何か月前ですか？） 

Commencement of Preparation 

for Application 

4か月前の一年次夏休み頃に英語試験のための準備や情報集めを始めた。 

事前準備について（どのような準

備をしたか，しておけばよかった

か） 

Preparation Completed Prior to 

Study Abroad 

行きたいと思う大学が求める語学条件を満たすための勉強をした。私が行きたい場所

は大抵 B2 レベルの語学力しか求められなかったため、他のことへの準備（寮の手続

き、閉鎖口座の手続きなど）に時間を費やした。 

やっておくべきこととしては、語学は求められるレベル以上を持っていて損はないた

め、妥協せずもう少しレベルアップを図っておくべきだったと感じた。また、留学先

でボランティアをやってみたいと思っていたが、たいていはセメスターの最初に募集

されるため、渡航後に調べてもなかなか見つけられなかった。事前にリサーチだけで

もしておくべきだと感じた。 

 

2．渡航について / Visa and Flight Information 

ビザについて 

Visa 

ビザの種類 / Visa Type：学生ビザ 

ビザ申請先 / Location of Visa Application：Ausländeramt 

提出書類 / Required Documents：銀行口座の預金残高証明、在学証明書、ドイツ

での滞在を証明する書類（寮から支給）、パスポート、パスポート用写真 

手続きに要した日数 / Duration of Visa Application Process：住民登録（ビザ申請に

必要）→10月7日、ビザ申請→11月7日、受け取り→12月17日 

その他必要な事前手続き 

Other Required Procedures 

ビザ申請に必要な住民登録を渡航後2週間以内に行う必要がある（予約を2週間以

内にとっていれば、実際の市役所訪問日は2週間以内でなくても問題ない） 

出国年月日/ Date of Departure    2025年 9月 30日 (2025 /09/ 30) 

経路（往路）/ Route (Outward) 関西空港→シンガポール空港→ミュンヘン空港→ミュンヘン中央駅→シュツット

ガルト中央駅→テュービンゲン中央駅 



(Page 2) 

 

現地での出迎え 

Pick-up Service 

 □有/Yes（大学関係者/Univ. Staff ・ その他/Others） 

▣無/No 

到着後オリエンテーションの有

無・期間・内容 

Orientation, Period, Contents 

▣有/Yes  有の場合 期間/Period： 2024年10月7日‐ 2024年 10月13日  

(If Yes)    内容/ Indicate Content Covered during Orientation 

オリエンテーション、ウェルカムイベント 
□無/No 

帰国年月日 / Date of Return   2025年 2月 26日 (2025 /02/ 26)) 

経路（復路） / Route (Return) テュービンゲン中央駅→シュツットガルト中央駅→ミュンヘン中央駅→ミュンヘ

ン空港→シンガポール航空→関西空港 

 

3．留学費用について / Expenses 

支
出
額 

/ E
x
p
e
n
s
e
s 

総額 

Total Amount 
約1,091,070 円/yen 

内訳 

Details 

渡航費（往復）/ Flight Ticket (Round Trip) 181,470 円/yen 

ビザ申請手数料/ Visa Application Charge 約8,000 円/yen 

予防接種費用 / Immunization Charge 0 円/yen 

保険料 / Travel Insurance 約100,000（月約20,000） 円/yen 

教材費（授業料以外の学費） 

/ Learning Material (Extra Tuition Fee)  
約12,000 円/yen 

宿舎費（住居費）/ Accommodation Fee 約200,000（月約40,000） 円/yen 

光熱費 / Utility Cost 0（宿泊費に込み） 円/yen 

食費 / Meal Cost 約140,000 円/yen 

通信費（インターネット・携帯）/ Internet, Phone 約7,200 円/yen 

交通費（宿舎－大学間） 

/ Transportation (Accommodation ~ Univ, Campus) 
0 円/yen 

交際費 / Social Expenses  円/yen 

その他 / Others（  海外旅行保険 費）

（    旅行（そこでの食事含む）  費） 

（   生活用品  費） 

（  D-Ticket  費） 

約100,000 

約280,000 

約40,000 

約23,000 

円/yen 

円/yen 

円/yen 

4．授業・修学について / Courses and Study 

授業の概要について（カリキュラム，

プログラム，履修した科目，時間数，

履修形態等）/ Brief Description of Courses 

(Curriculum, Program, Registered Courses, 

Study Hours, Course Style) 

政治科学学科に所属していたものの、総合科学部の特色より、他学部や他学

科の授業履修も可能であったため、履修したのは政治学一つと経済学、ビジ

ネスを一つずつ、そしてドイツ語の発音と文法の授業を履修した。政治学と

ビジネスの授業は集中講義という形で、日数は少ないものの一日に 3～5 時

間程度のものだった。その他は週に一回一コマずつ履修した。 

単位互換希望の有無 / Credit Transfer 

from Host to Home University 

▣有/Yes    □無/No 

授業・勉強についてのアドバイス（留

学前の履修，留学中，単位取得等）/ 

Advice for Class and Study (Before and 

During Study Abroad) 

自分の所属する学科からしか履修できないと思い込み、自学科の授業のみ確

認していたため、選択肢の幅を狭めてしまった。また、シラバスをあまり深

く読むことなく、授業内容の面白さなどで履修を決めてしまい、かつ途中で

履修を変更することができるかどうかもあまり理解できておらず、想像より

も難しい授業を最後まで履修してしまうという形になってしまった。焦らな

くても履修の組みなおしはいくらでもできるため、しっかり時間をかけてシ

ラバスを読むことをお勧めする。また、授業数は広島大学にいるときに比べ
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かなり少なく、自学の時間をもっと有効活用し語学向上に努めておくべきで

あったと感じている。自分の勉強ルーティンを早く確立させることが重要だ

と思う。 

日本と異なる授業形態などにおける困

難や挑戦（ティーチングスタイル・先

生と学生の関係性など）/ Difficulties and 

Challenges Faced in Classes Different 

from Japan (Teaching Style, 

Relationship with Professors/Lecturers) 

ドイツ語の授業は、使用言語もドイツ語であったため、そもそも文法の概念

から理解するのがかなり難しかった。事前に文法用語をノートにまとめるな

ど対策が必要。教授にもよるとは思うが、ドイツ人の先生の英語は、一文が

かなり長い印象であったため、読解に少し時間を要した。自分自身の英語力

を高めておくことで解決できると思う。 

 

5．生活等について / Lifestyle 

（１）留学先の住居について / Accommodation  

住居の種類   

Type of Accommodation 

▣大学の寮 / University Dormitory  □アパート / Apartment   

□その他 / Others（     ） 

住居の広さ  

Size of the Room 

約/approximately 

       11.5㎡  

同居人の有無 

Roommate(s)? 

□有 / Yes（   人/People） 

▣無 / No 

住居に附属する設備 

Facilities in Accommodation 

▣電気/ Electricity □ガス/ Gas ▣水道/ Water ▣給湯/ Hot Water ▣シャワー/ Shower 

□風呂/ Bathtub ▣水洗便所/ Flushable Toilet ▣暖房/ Heating □冷房/ Cooling ▣台所/ 

Kitchen 

□食堂/ Dining Room  □固定電話/ Land-Line Phone ▣インターネット/ Internet   

□その他/ Others（                     ） 

住居費 

Accommodation Fee 

１ヶ月当たり/ per month   (現地通貨/ local currency) 約/ approximately 

41,000円/yen 

留学先での住居全般に関す

るアドバイス 

A c c o m m o d a t i o n  A d v i c e 

私のフラットメイト（キッチン、シャワー、トイレを共有する同じフロアの人たち）はとて

も親切かつきれい好きが多く、余った食べ物や調味料をシェアしてくれていたため、生活の

中でストレスに感じることは少なかったが、それは自分自身もキッチンをきれいに使うよう

心掛けていたからだと思う。しかし中には、キッチンに食器を放っておく人たちと同じフラ

ットになることもある。本来はお皿やフライパンなどは共有のものがあるが、もしも衛生面

に懸念があるのであれば、自分用のものを購入するなども手である。また、半年や1年で帰

る留学生以外に現地学生がフラットメイトにいる場合、洗濯ラックなどの大きなものは貸し

てもらうという手もあると思う。自分自身は買ったものの、半年のために買うには少し高い

買い物だったと思っている。洗濯機は一回1.5ユーロ必要なため、まとめて回すことが節約

につながると思う（そのためにも持っていく下着の数は多めが良い）。 

（２）医療について / Medical Care 

保険の加入先 

Insurance 

(W ho Des ignated) 

▣本学指定の保険 / Hiroshima University  □留学先大学指定の保険 / Host University   

▣その他 / Others（  AOK    ） 

保険の補償内容 

Insurance Coverage 

補償額 / Coverage 死亡 / Death   1千万 円 / yen, 

入院1日 / per day of Hospitalization     円 / yen 

その他 / Others（            ） 

留学前後での予防接種の必

要の有無  

Immunization Requirement  

□有 / Yes （種類 /Acquired Immunizations：                                ,  

  医療機関名 / Location of Immunization：                     ） 

▣無 / No 
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留学先国の医療事情 （日本

と比較して） 

Difference in Medical 

Service (Compared to 

Japan) 

私自身は病院を利用していないのでわからないが、緊急性の低いものであると日本での治療

を進められ、あまり深い治療まで進めてもらえないと友人から聞いた。また、軽度の風邪な

どの場合はハーブティーを飲みゆっくり休んで直すという文化がある。薬は体に合うとわか

っているものを日本から持っていくと安心である。 

留学先での健康管理，衛生

面について特に注意すべき

こと 

Healthcare and Hygiene  

ドイツは日照時間が短く、憂鬱な気分になって精神的に疲れてしまうと感じた。また、慣れ

た薬を簡単に手に入れることも難しく、病院にもかかりづらいため、十分な睡眠とバランス

の取れた食事をとることが大切である。水は硬水のため、お腹を壊しやすい人はミネラルウ

ォーターを買うか、浄水器を買うと良い。ドイツはとても乾燥しており、のどに不調を感じ

たり、肌が荒れることがあるため、部屋に湿ったタオルをかけたり、水分をしっかりとる、

保湿をするなどの対策が必要。 

（3）危険を感じた地域，状況，安全管理において注意したこと  

    / Dangerous Situations and Locations Encountered, Possible Advice for Risk Management 

寮のフラットに留学生向けクリスマスパーティーと装って宗教の勧誘と思われる団体が訪問してきた。その時期はクリス

マス休暇でドイツ人が周りにいなかったため、信じてしまいそうになった。 

都会の地下通路のような場所に降りてしまい、ホームレスの人がたくさんいる場所を一人で歩くことになった。周りに人

があまりいなかったため、すこし不安に思った。 

在来線のみ使用して長距離移動を試みた時、急遽電車の運行がキャンセルされたため、代替として慌ててバスに乗り換え

た。緊急事態の場合は駅員にすぐ尋ねることが大切。 

イタリアに旅行した際、屋台のようなお土産売り場のスタッフらしき人物が私たちを囲うように近づいてきたり、鳩をお

びき寄せるためのコーンを渡してきて写真を撮ることを勧めたのちに、お金を請求されるという場面もあった。人通りが

少ない場所を通らなくてはならないかを事前に調べておくことや、不当な請求に対してはこちらの主張をはっきりと述べ

ることが大切だと思う。 

（4）食生活についてのアドバイス / Food – Related Advice 

健康志向が高いドイツでは健康に良い食材などを手に入れることは容易であるため、自分なりにバランスの取れた料理を

自炊することを勧める。自炊は日本と変わらないくらいの値段で抑えることができるが、外食はとても高く、栄養価も偏

りがちなものが多いため、友達としか行かなかった。寮のキッチンは共同で広い仕様になっている場合が多いので、友達

を読んで一緒に料理を作るなどすると、交友関係も広がり節約もできて一石二鳥だと思う。 

（5）気候・服装についてのアドバイス / Advice on Local Climate and Clothing 

テュービンゲン大学の正規生によると、私が滞在していた年は比較的暖冬だったとのことなので、例年の寒さはわからな

いが、私にとっては日本、特に西条と比べてテュービンゲンが特段寒いとは思わなかった。底冷えするというよりは、乾

燥して冷たい空気が澄んでいるため、風が吹かないときはそこまで寒くなかった。また、寮の自室を含む屋内は集中暖房

（Zentralheizung）のおかげでかなり暖かかった。室内では半袖でも過ごせるくらい温かいため、ドイツ人やヨーロッパの

人は半袖のシャツに保温性の高いアウターを着ている人が多かった。ただこれは、住む寮の保温性や建物の新しさによる

と思う。 

（6）学内外の施設・設備環境について（インターネット環境含む） 

/ Available Resources (Library, Cafeteria, Campus Wi-Fi, etc.  ) 

図書館は勉強スペースとしてかなり良いが、いつでも人が多かった。Wilhelmstrasseの図書館にあるカフェテリアでは、

しゃべりながら友達と勉強している人を多々見た。食堂（Mensa）は人が多いが、外食としては破格の安い値段でご飯を

食べることができるので、うまく利用すると良いと思う。International Officeは常に忙しくしている様子で、予約を取って

からではないとアドバイスをゆっくり聞いてもらえないこともあるので注意が必要。Wi-fiはEduroamを使えるので、学

内（教室内）で不便することはなかったが、ドイツ自体はたまにネットがつながらなくなることがあり、特に住居の少な

いエリアに行くと見たことのないマークがスマートフォンに現れることがある。時間が解決してくれるので、気長に待つ

ことが必要。 

（7）現地学生や地域との交流について（どのような，機会・きっかけがありましたか？） 

     / Communication with Local Students and People (Available Opportunities?) 
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日本学の先生から声をかけていただき、日本学を専攻している学生とつながることができる。また、同じ先生からご招待

いただき、テュービンゲンに住む日本人の方との交流会に参加した。日本学の生徒がカラオケや忘年会など、さまざまな

イベントを企画しているので、定期的に顔を出すと知り合いが増えると思う。 

International Studentsに向けたWelcome Event for Exchange Studentsというイベントがあり、そこで留学生同士のつな

がりを作ることができる。ここで出会った人は、後々も交友関係を続けていくことができた。 

ドイツ語を少しでも勉強したことがあり、留学先でも勉強したいという人にはTandemプログラムに申し込みをすると良

い。日本語を学びたいドイツ人とマッチしてもらうことができ、お互いの言語を教えつつ仲良くなるきっかけができる。 

また、同じ寮の階の人たちとキッチンで会ったら話をしたり、部屋に招いてもらってゲームをしたりもした。 

授業では思ったよりも友達を作ることが難しいと感じたため、受け身体制でもいろんな人と関われるよう、最初の頃にた

くさんイベントに参加しておくことをお勧めする。 

地域のお年寄りがメインに参加している合唱クラブに参加したことがあるが、突然飛び込んできた私にもとても優しくし

てくださって、現地の大人と関わるよいきっかけになった。 

（8）習慣やマナーの違いによる対人関係等，注意すべきこと / Care and Attention regarding Customs and Manners 

日本よりもはっきりとものごとを言う人が多いように感じた。それは相手を攻撃しようとして言っているのではなく、事

実をそのまま述べて誠実であろうとしているだけなので、恐れる必要はなく、むしろ優しさだと捉えるようにした。 

ドイツ人は比較的、他人にわざわざ干渉しないという姿勢が強いように感じた。しかし、優しくないわけではなく、困っ

ている人がいれば積極的に助けてくれるので、自ら積極的に話しかけると受け入れてもらえることが多い。 

寮のフラットによるとは思うが、キッチンをいつでもきれいに保っておく人ばかりではないので、どうしても自分の衛生

観念と合わないことがあれば、積極的に自分の意思を伝えても良いと思う。 

日本人は「ありがとう」の意味で“Sorry”を使ってしまうことが多いと思うが、なんでそんなに謝るのかわからない、と

言われたことがある。悪いことをしていないのなら“Thank you”を使った方がお互い気持ちが良いと思う。 

（9）日本から持っていくべきもの，持っていくべきでないもの / What Should You Bring? What Should You NOT Bring? 

持っていくべき： 

プラグ変換器（Cタイプ、数が多い方が場所を分けて使えるし、持ち運びもできて便利） 

海外対応のヘアアイロンやドライヤー（ワット数が海外対応でないと壊れてしまったり、発火してしまうので注意） 

生理用品（ドイツのものは日本のものに比べ吸水力も弱く、持ち運びがしにくいと思った） 

薬（自分の体に合ったものを持っておかないと現地調達は大変、大量に持っていく場合は医者に書類を書いてもらう） 

日本のお菓子や食べ物（持っていけるのであれば日本食が恋しくなった時や、友達に日本食を紹介したいとき用に） 

手袋やマフラー（現地調達だと高くつくので、半年滞在であればなおさら持っていくべき） 

持っていくべきでない： 

原材料に肉やエキスが使われているもの（規制の対象になっているので注意、その他にも規制されている製品がある） 

食器やカトラリー類（基本的に寮のものを使えるので、人と共有するのに抵抗がなければ持っていかなくてよい） 

洗剤やシャンプー等（ドイツの硬水に合ったものを使うべき） 

メイク落とし（硬水で洗うとミネラルなどの成分が顔に残ってしまうため、ドイツのふき取りメイク落としがよい） 

（10）その他生活等に関して参考となる情報・アドバイス / Other Useful Information and Advice about Life Abroad 

自分自身で動かなくてはならないことが多く、書類に英語が書いていないことが多いため、寮の人や、その他ドイツ人の

知り合いにきちんと聞いてから動いた方が二度手間にならなくてよい 

日本学の生徒ともっとかかわっておけばよかったと思うことが多かったので、積極的に参加すると良い 

部屋のブラインドの使い方、ドイツでお米の食べ方、生活用品の名前など、わからないことはたくさんあると思うが、基

本的にネット上には日本人がドイツで暮らしやすくする方法を紹介してくれている場合が多いので、有効活用すると良い 

6．帰国後の進路について / Your Career After Study Abroad  

卒業予定年月  

Expected Graduation 

Month and Year 

   2027年 / year  3月 / month   

（当初の卒業予定年月 / Expected Month and Year before Studying Abroad          

2027年 / year   3月 / month） 

卒業が遅れる見込みの場

合，その理由 

Reason for Extension of 

□４年次に留学したため / Participation in HUSA during 4th Year 

□単位不足のため / Amount of Credits  

□新卒で卒業するため / In order to graduate as a “new” graduate 
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Graduation Month and 

Year? 

□その他 / Others（具体的に / Specific reason:       ） 

現在の状況および今後の

予定・進路等  

Current Situation, Plan 

and Career 

大学院進学（広大または海外）と少し就活を両立させる予定 

就職活動や留学前の単位

取得，教育実習等について

の工夫  

Pre-arrangement by yourself 

for your future job hunting, 

acquisition of credits of 

required courses and 

practicum, etc. 

 

 

帰国してから周りが就職活動をしていることに焦ったが、IGSの生徒は同じ状況なので、

協力して行うと良い 

 

単位は事前にとれるものをできるだけ埋めたが、それでも準備がかなり大変なので、詰

めすぎない方が良いと思う。IGSは自由選択科目で留学単位互換に上限があるため、留

学先で上限いっぱい取れなくても大丈夫なように自由選択科目を埋めておくと安心 

 

トライリンガルコースのドイツ語を先に履修しておくと少し生活がしやすくなる 

7．留学準備，留学中に役立った書籍，ウェブサイト等  

/ Useful Books and Website for Study and Life Abroad 

書籍，サイト名  

Name of Book or Website 

詳細（出版社，URL等） 

Details (Publisher, URL etc.) 

コメント 

Comments 

お米の炊き方 https://yayo1.com/blog/milchreis/ ドイツのお米を使った炊き方が参考になった 

ドイツ留学サポート https://doitsu-ryugaku.jp/ 留学、特にドイツ留学の情報がたくさん載っている 

Kultur und Freizeit https://www.tuebingen.de/vereine/ テュービンゲン大学にある音楽やスポーツ活動紹介 

8．後輩へのメッセージ / Message for Outgoing Students who Desire to Study Abroad 

留学中はできないことも多く、友達を作るのにも一苦労で、暗い天気も相まって気分が落ち込むことが多かったが、完璧

になろうとせず、異国の地で一人暮らしている自分をほめながら生活すると頑張れる。それは帰国してからでないとわか

らないことなので、留学中は考えすぎないようにすると良いと思う。 

また、人間関係をとにかく広げる、というのも良いと思うが、個人的には深く話せて頼れる友達を一人でもいいから

作るというのもありだと思う。なかなか友達ができなかったとしても、半年で友達をたくさん作るのは難しいと割り

切ってしまえばよいと思う。 

新しい場所に行き、新しいものをたくさん見るというのは勉強になるし、日々の大学生活よりもゆったりとした時間

が流れているため、自分のことを振り返る良い機会になると思う。何か学ばなくては、時間の無駄になってしまうか

ら多少無理してでも経験しなくては、という気持ちで一生懸命頑張るのも大事だが、生活しているだけで学ぶことは

たくさんあるはずなので、気楽に肩の力を抜いてワクワクした気持ちを大切に楽しい時間を過ごしてほしい。 
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9．自由記述（日本語・1,200字程度）/ Feedback (English about 600 words) 

・以下の点を踏まえ，記述して下さい。/ Please give your feedback including the following points: 

① 留学を終えての所感 / Please describe and evaluate your study abroad experience briefly. 

② 留学期間中，最も印象に残った体験・出来事 / What was the most impressive experience in your study abroad 

experience?  

③ 留学の成果，留学前と比較して成長した点 / What is your achievement through the study abroad experience?  

④ 今回の留学での経験や成果を今後どのように活かしたいか（将来のキャリアパスも含めて）/ How do you want to 

make use of your study abroad experience in the future including your career?  

 

・写真を2～3枚程度，貼り付けてください（写真1枚当たりの容量は，500KB以下に縮小して下さい）。 

Please add 2-3 photos (within 500 KB per a photo). 

 

① 正直なところ、不完全燃焼と感じた部分はかなりあった。しかし、帰国して時間がたっていく中で、実は学んで

いたことがたくさんあったのだと気づく場面が増えてきた。例えば、自分自身の意見の述べ方である。帰国して

サークルの友達に会ったとき、留学前に比べて自分の思ったことをはっきりと言うようになったね、と言われた。

これは、無神経になんでも言うという意味ではなく、今まで遠慮して周りを気にしすぎながら発言していたのが、

自分の意思ははっきりと言う姿勢に変わったのだと、私自身は解釈した。周りに不快な思いや悲しい思いをさせ

ないようにすることと、周りがどう思うかを気にするのはイコールではないと気づき、言い方に工夫はするが、

自分の意思はきちんと伝えようと思うようになった。そのきっかけはおそらく、日本のお菓子を食べてみないか

ドイツ人の友達に伝えた時、あまり得意ではないと思うからいらない、とはっきり断られた経験があるからだと

思う。その時は少しびっくりして、悪いことをしたかと思ったが、そこに悪意はなく、正義感の違い（日本人に

とってはせっかくくれたものを断ることが申し訳なく感じられ、ドイツ人にとっては好きではないものをもらう

方が申し訳ないと考える）だけなのだと感じた。そこからは、自分の意思や思いに忠実になった。それは自分を

大切にすることにもつながっていると思う。ボランティアをし、授業も完璧に単位を取り、多くの友達を作る、

といったことは正直できなかったことであり、悔しく感じているが、これらのことは今できなくてもまたチャン

スを得ることができる。しかし、20歳という人生観を大きく形成するこの時間に、自分自身を大切にする考え方

を構築できたことが何よりの成果だと思っている。できなくて悔しかったことを、日本で全力になって取り組み、

自分が得たものは大切に心にとどめておきたい。 

② テュービンゲン到着初日、スーツケースが重く、かなり苦労していた際に、ドイツ人らしき男性が荷物を持って

助けてくれたこと。日本人にも優しい人はいるが、ためらいもなくスマートに助けてくれる姿勢に感動した。 

③ ①でも述べたが、自分自身の意見の述べ方や、他人の考えや価値観に対する受け入れ態勢がかなり成長した。い

い意味で他人は他人、という感覚が身についたのだと思う。 

④ 海外での生活へのさらなる憧れを抱いたこと、今後の学習意欲向上があったと思う。海外の人と関わることで得

ることができた知見や感覚が自分を大きく変えたと感じた。また、正直交換留学は、互換できる単位数にも上限

があったり、自分の生活への慣れからも、なかなか学習というものに焦点を置くことができなかったが、学びた

いと思うことはたくさん増えた。これら二点から、海外の大学院に進学することに興味を持つようになった。金

銭的問題や、その他家族との話し合いは必要になるとは思うが、今後も学びを深め、たくさんの人の考え方を吸

収したいと思う気持ちが今はとても強い。 
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注１） 報告書およびその内容は，留学希望者への情報提供のため，HUSAホームページおよび広島大学ホームページへの掲載，事

務室での閲覧や大学の留学情報案内の作成のために利用させていただきます（氏名及び学生番号については，非公開としま

す）。ただし，公開にあたり不適切と判断された内容については，留学交流グループにて削除等させていただきますので予

めご了承ください。/ This report and its contents will be uploaded on website of the HUSA and Hiroshima University, browsed 

at the office and used for information regarding study abroad at Hiroshima University in order to provide information to 

students who desire to study abroad. (Student name and student number are not published). If the report and its contents are 

included inadequate contents to be published, it would be deleted or amended it by Global Exchange Group. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


